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とかち帯広空港の
30年後の将来イメージ
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今月の紙面

データで知る帯広

人口▶166,275人
 （前月比＋28人）

　男▶79,316人
　女▶86,959人
世帯▶88,225世帯
 （前月比＋12世帯）

4件（前月比＋3件）

ご　み　量

資源ごみ（Sの日）量　

2,380t
（前年同月比＋35t）

597t
（前年同月比＋59t）

9月末の人口と世帯数

9月の火災発生件数

9月の家庭ごみ排出量

令和元年
（2019年）
令和元年
（2019年）
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お
び
ひ
ろ

お
び
ひ
ろ

いのちを守る
住宅用火災警報器 …3

住宅用火災警報器は、住宅
内で起きた火災をいち早く
感知し、知らせることで、
火災の被害を最小限に抑え
てくれます。

市長への手紙

まちづくりに皆さんの声を
生かします。市政に関する
ご意見、ご要望
などをお寄せく
ださい。

30
年
間
の

運
営
委
託
契
約
を
締
結

　

と
か
ち
帯
広
空
港
は
、
昭
和
56
年
に

現
在
の
場
所
に
開
港
し
、
滑
走
路
な
ど

の
施
設
は
市
が
、
旅
客
・
貨
物
ビ
ル
は

民
間
事
業
者
の
帯
広
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル

ビ
ル
株
式
会
社
が
そ
れ
ぞ
れ
管
理
、
運

営
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
10
月
、
市
は
、
北
海
道
エ
ア
ポ

ー
ト
株
式
会
社
（
以
下
、「
運
営
者
」）と

30
年
間
に
わ
た
る
帯
広
空
港
運
営
事
業

の
委
託
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

北
海
道
内
の
空
港
（
新
千
歳
、
稚
内
、

釧
路
、
函
館
、
旭
川
、
女
満
別
）
も
同

一
の
運
営
者
と
委
託
契
約
を
締
結
し
、

今
後
、
運
営
者
が
７
空
港
を
一
体
的
に

管
理
運
営
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

運
営
者
は
、
来
年
１
月
15
日
か
ら
７

空
港
一
体
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
経
営

を
開
始
し
、
令
和
３
年
３
月
１
日
か
ら

と
か
ち
帯
広
空
港
の
運
営
を
開
始
し
ま

す
。

北
海
道
内
７
空
港
全
体
の

提
案
の
概
要

　

運
営
者
は
、
７
空
港
を
一
体
的
に
運

営
す
る
こ
と
で
、
現
在
、
新
千
歳
空
港

に
集
中
し
て
い
る
航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
分
散
・
拡
大
し
て
、
利
用
者
が
７
空

港
の
路
線
を
自
由
に
組
み
合
わ
せ
、
各

空
港
に
発
着
で
き
る
「
マ
ル
チ
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
」
を
構
築
す
る

こ
と
を
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
７
空
港
の
段
階
的
な

国
際
化
や
道
内
各
地
へ
の
観
光
客
の
流

れ
を
拡
大
す
る
施
策
な
ど
を
実
施
し
、

30
年
後
に
は
、
７
空
港
全
体
で
現
在
の

２
８
４
６
万
人
か
ら
４
５
８
４
万
人
の

旅
客
数
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。
左
の

図
は
、
と
か
ち
帯
広
空
港
の
30
年
後
の

将
来
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
次
頁
で
は
、
今

と
何
が
変
わ
る
の
か
を
紹
介
し
ま
す
。

帯広市の広聴 検 索

フードバレーとかちは、十勝の強みである食と農林漁業を生かした地域成長戦略です。

新たな

空港運営

が始まる

７空港一体のターミナルビル経営開始
◉令和２年１月15日

新千歳空港運営事業開始
◉令和２年６月１日

旭川空港運営事業開始
◉令和２年10月１日

帯広・稚内・釧路・函館・
女満別空港運営事業開始

◉令和３年３月１日

到着ロビー 商業エリア

❸ カーブサイドの再編
（公共交通と一般車両の動線を分離） ❺ 立体駐車場（新設） ❼ 駐車場の拡張

❷ 国際線旅客ビル施設増築

❶ 観光コンシェルジュの設置／十勝の魅力を発信するショーケース

❹ 歩道ルーフの設置 ❻ ビジネスジェット格納庫・
駐機場（新設）

　市では、とかち帯広空港の利便性向上と効率的な管理運営を行うため、北海道内６空港の管理者と共に７空港の一括運営を委託する民間
事業者を公募し、有識者による審査委員会や市議会での議論を経て「北海道エアポート株式会社」に空港の運営を委託することとなりました。
今月号は、空港の将来像や収支改善による市の費用負担削減効果についてお知らせします。 空港事務所（泉町、☎64・5320）問い合わせ
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※ガストロノミーツーリズム　欧米で普及している旅の形式。その土地ならではの食を楽しみ、歴史や文化、自然を楽しむ旅のこと。

空
港
運
営
に
係
る

費
用
負
担
の
軽
減

　

空
港
の
運
営
は
、
滑
走
路
な
ど
の
施

設
の
維
持
管
理
に
多
額
の
費
用
が
掛
か

る
た
め
、
利
用
者
の
多
い
羽
田
空
港
や

新
千
歳
空
港
な
ど
の
大
規
模
空
港
を
除

き
、
全
国
的
に
赤
字
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

と
か
ち
帯
広
空
港
の
維
持
管
理
の
収

支
は
、
着
陸
料
な
ど
の
収
入
を
充
て
て

も
、
不
足
す
る
額
が
年
間
約
４
億
４
０

０
０
万
円
生
じ
て
お
り
、
そ
の
不
足
額

を
市
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

約
77
億
円
の
削
減
効
果

　

市
が
引
き
続
き
、
と
か
ち
帯
広
空
港

を
30
年
間
運
営
し
た
場
合
に
掛
か
る
費

用
は
、
滑
走
路
な
ど
の
整
備
に
掛
か
る

「
更
新
投
資
費
用
」
を
63
億
７
０
０
万

円
、「
運
営
費
」
を
72
億
７
６
０
０
万
円
、

合
計
１
３
５
億
８
３
０
０
万
円
と
試
算

し
ま
し
た
。

　

民
間
委
託
の
応
募
条
件
と
し
て
、
応

募
者
に
対
し
、
市
の
試
算
額
か
ら
の
負

担
削
減
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
運
営
者
か

ら
は
、「
更
新
投
資
費
用
」
を
58
億
４
４

０
０
万
円
、「
運
営
費
」
を
０
円
と
す

る
提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
市
の
費
用
負
担
削
減

効
果
は
、
30
年
間
で
約
77
億
円
と
な
り

ま
し
た
。（
金
額
は
い
ず
れ
も
税
抜
）

安
全
・
安
心
を
最
優
先
と

し
た
空
港
運
営

　

運
営
者
は
、
他
空
港
の
管
理
、
運
営

実
績
を
有
す
る
北
海
道
空
港
株
式
会
社

や
三
菱
地
所
株
式
会
社
、
東
急
株
式
会

社
、
株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行
の

ほ
か
、
道
内
企
業
な
ど
の
17
社
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
構
成
員
が
有
す

る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
、
外
部
の
視
点
も
取
り

入
れ
、
計
画
の
進
捗
管
理
や
財
務
状
況

を
定
期
的
に
自
己
診
断
し
、
30
年
間
、

安
全
・
安
心
を
最
優
先
と
し
た
空
港
運

営
を
行
い
ま
す
。

　

市
は
空
港
管
理
者
と
し
て
、
空
港
が

適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
る
か
、
計
画
ど

お
り
に
運
営
さ
れ
て
い
る
か
定
期
的
に

監
視
を
行
う
ほ
か
、
引
き
続
き
、
空
港

周
辺
の
良
好
な
環
境
の
維
持
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

空
港
を
活い

か
し
た

地
域
の
発
展
を
目
指
し
て

　

こ
れ
ま
で
と
か
ち
帯
広
空
港
は
、
十

勝
の
安
定
し
た
産
業
基
盤
を
背
景
に
、

道
東
の
拠
点
空
港
の
一
つ
と
し
て
、
十

勝
の
経
済
・
交
流
を
支
え
る
役
割
を
果

た
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
運
営
者
に
よ
る
民
間
の
資

金
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
一
体
的
で

効
率
的
な
空
港
運
営
が
始
ま
り
、
空
港

の
さ
ら
な
る
活
性
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

市
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
運
営
者
や
地

域
、
関
係
団
体
と
共
に
、
地
域
資
源
を

活
か
し
た
観
光
振
興
や
ビ
ジ
ネ
ス
機
会

の
創
出
な
ど
に
取
り
組
み
、
航
空
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
充
実
を
図
る
こ
と
で
、
空

港
を
利
用
す
る
ヒ
ト
や
モ
ノ
の
交
流
を

拡
大
し
、
十
勝
・
帯
広
の
発
展
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

今と何が変わるの？
30年後のとかち帯広空港

市の費用負担削減効果（30 年間）

費用区分
市が試算した

費用負担
上限額（Ａ）

運営者の
提案額（B）

削減額
（A−B）

更新投資
負 担

63億  700
万円

58億4400
万円

4億6300
万円

運 営 費
負 担

72億7600
万円

0
円

72億7600
万円

公的負担
合 計

135億8300
万円

58億4400
万円

77億3900
万円

（税抜）

　民間委託により、利便性の向上や収支の改善が期待されるとかち帯広空
港。今後、運営者が実現を目指していく目標と計画を紹介します。

利便性向上などに配慮した駐車場に！5

十勝地域の魅力向上・広域の観光振興を促進！3
　十勝での滞在を促進する観光振興や、地域との協働による周遊観光の
促進にも取り組みます。
　例えば、十勝の食や温泉・自然巡りを組み合わせた「ガストロノミー
ツーリズム※の推進」や旭川・富良野方面、ひがし北海道全域との周遊
観光の促進に向けた取り組みを計画しています。

新千歳新千歳

帯広帯広

帯広帯広 釧路
札幌

南十勝・
日高東部

旭川

北見 網走

ひがし北海道・
旭川方面の

観光商品の拡充

バス路線の拡充・
乗継利便性の向上

地域との協働による広域観光促進

十勝での滞在を促進する
ガストロノミーツーリズム

十勝の自然を
楽しむ地域巡り

巡りTouringTouring

希少な
モール温泉

癒しHealingHealing

十勝ならではの
良質な食体験

＋
味わいTastingTasting

ガストロノミーツーリズムの推進

商業施設や旅客ビルの改修など利便性が向上！4
　運営開始当初に立体駐車場の新設や駐車場の拡張、ビジネスジェットの
需要に対応する専用の格納庫などを優先して整備します。旅客ビル施設の
改修や国際線受入施設の増築のほか、生鮮品などの十勝の地場産品の輸出・
移出の増加を見据えた貨物ビルの温度管理設備の整備を行います。

5年後

ビジネスジェット施設の新設
駐車場の拡充
カーブサイドの再編
国内線旅客ビル施設の改修
商業施設の改修 商業施設の改修

国際線旅客ビル施設の増築

10年後 30年後
滑走路・誘導路更新等

路線数を９路線に！2
　航空営業専門部署の設置や地域一体での営業体制が構築され、国内線
は三大都市圏（首都圏・中京圏・近畿圏）との路線、国際線は東アジア
の主要都市との路線をターゲットとし、戦略的に路線を誘致します。
　運営開始から５年後までに国内線は伊丹線（当初は季節運航）、国際
線は台北線、上海線の新規就航を目指し、30年後までに、成田線や神戸
線、ソウル線、香港線を加えた合計9路線の就航を目標としています。

帯広帯広

ソウルソウル

路線数
国内線

国際線

１路線▶５路線
０路線▶４路線

中部中部
成田成田羽田羽田

上海上海

伊丹伊丹

香港香港 台北台北

神戸神戸

現在の就航路線
将来の就航路線

拡大するとかち帯広空港の航空ネットワーク（予想図）

（現在の就航路線は季節運航便を除く）

①

③

②

④

目標

計画

計画

計画

とかち帯広空港の旅客数などの目標値

旅客数を現在の約２倍の133万人に！1
　30年後のとかち帯広空港の年度旅客数の目標は、現在の約２倍の133
万人。内訳は国内線が113万人、国際線が21万人となっています。
　また、貨物量は現在の約1.4倍の3200トンを目標としています。

2017年度 2024年度（５年後） 2049年度（30年後）
旅客数 67万人 89万人 133万人

国内線 67万人 79万人 113万人
国際線 0万人 10万人 21万人

貨物量 2300トン 2700トン 3200トン

目標

※四捨五入により合計が合わない場合がある

　駐車場は、利便性向
上のため、令和３～５年
頃に駐車場の拡張、立
体駐車場の新設などの
ほか、令和６年頃から
④の無料駐車場を除い
た有料化を計画してい
ます。

エリア 駐車料金※ 駐車可能台数※

①　立体駐車場
（事前予約可能）

300円／時
1500円／泊

100台程度

②　第一駐車場 60分まで無料
以降100円／時

500円／泊

900〜1000台程度

③　第二駐車場 100台程度

④　無料駐車場 無料 300〜400台程度
計）1400〜1600台程度※現時点での計画であり、

　変更する場合があります。

※現在の駐車可能台数　1061 台


